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されてお り、小笠原 ら1)に よると、看護においても看護



















主体性を活か した看護 につなが るかについても、アン
ケー ト結果より若干の示唆を得たので報告する。
皿.対 象 と方法
1.対 象:① 平成10年9月 ～平成11年2月 に、東11階 病
大阪大学医学部附属病院看護部 一42一
棟に入院した患者(短 期検査入院、意識 レベルの低下 し
た患者は除く)70名 中、アンケー ト回収できた59名(ア
ンケー ト回収率84.3%)。 男性36名 ・女性23名 。平均年


































プロブレム・看護 目標 ・プラン SIGN 








開 始 解 決 DP 開 始 解 決 TP 開 始 解 決 EP SIGN
 
月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日
 
9/10 ・不安言動表情 9/10 ・検査前オリエン 9/10 ・分 らな いことが

の観察 テー ション あれば、遠慮なく

・食事睡眠状況 ・訴えやすい雰囲 聞いて ください
の観察 気づくり
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〈表2>看 護計画開示用紙
患者氏名 主治医 担当NS




開始/解 決 目標 目標を達成する為の方法 患者の自由記載
不安増大するこ 不安に思う事、疑問に思う事はなんでも話して下さい 家族に対する説明も詳 しく受
となく納得して 疑問は分かる範囲でお答えするか医師よりの説明を依 け疑問は解決できました
検査、治療をス 頼します
ム ズー に うけ ら
れる




































看護婦 が患者 に行 った開示 の反応 は、 図① の通 りで
あった。ただ し今回 のデー タで は、患者 グルー プと看護婦
グループの 「は い」と回答 した者の割合 に有意差は認め ら
れなかった。
看護 計画 にお ける問題点抽 出について、患者 は 「説明
(94.9%)」 、 「理解(96.6%)」 、 「同意(98.3%)」 がで きた と答
えているのに対 し、看護婦 は 「説 明(91.5%)」 、「理解(93.2
%)」、 「同意(93.2%)」 であ り、患者 よ り看護婦がやや低
い値 を示 して いた。
目標設定 につ いて 、患者は 「説 明(1%)」 、「理解(96.6
%)」、「同意(93.2%)」 が 出来 たと答 えてお り、看護婦は 「説
明(100%)」 、「理解(93.2%)」 、「同意(78.6%)」 と、患者 に比
べて看護婦の 同意 に対す る値は低い結果であ った。
看護 計画立 案 について、患者 は 「説 明(93.2%)」 、「理解
(91.5%)」 、「同意(91.5%)」 が 出来 た と答 えてお り、看護 婦
は 「説明(100%)」 、「理解(86.4%)」 、「同意(91.5%)」 と、理
解 の点 で看護 婦が患者 よ り低い値 とな った。
計画 の実施 につ いて 、患者 は 「看護 婦が して くれた
(93.2%)」 、「自分 も実施 した(86.4%)」 と答えてお り、看護婦
は 「実施で きた(88.1%)」 「患者は参 加できていた(94.9%)」
と、両者共 に相 手が実 施 した ことに比べて 自分の実施 は
低い値 となった。
評価が行われ たか について、 「患者(67.8%)」 、 「看護婦
(69.5%)」 と7割 弱の結果 とな った。
看護 婦 と話 し合 う機 会が 持て たか につ いて 、患者 は
..%「 満足 している」のに対 し、看護婦 は 「開示す るこ
とで コミュニ ケー ションが深 まった」が71.2%で あ った。
闘病意欲が増 したか について、患者(81.3%)、 看護 婦(76.3
%)が 「増 した」と答えていた。疾 患の理解が深まったか
につ いて、患者 は96.6%、 看護婦 は88.1%が 「はい」と答
えて いた。看護計画 開示 につ いて 患者 の93.2%は 「よか っ
た」 と答 えてお り、看護 婦 も96.6%が 「良い感触 を得 た」
という結果で あった。
<患 者に行ったアンケー トか らの自由回答(抜 粋)>













































<図1>開 示 ・実施に対する患者 看護婦の反応





問 看護婦 患者と問題点について話し合いましたか :,:.; 









































































<看 護婦に行ったアンケー トからの自由回答(抜 粋)>
































































































































コピー した用紙 の内容には専門用語 も多いが、患者が
知っておいた方が良い場合 もあり、受け入れは良好 で
あった。
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はい()い いえ()⇒ 〔 〕
2.その問題点について、患者に理解 してもらいましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
3.その問題点についての同意を得ることはできましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
4.患者に看護 目標について説明しましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
5.その目標について患者は理解できたと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
6.患者とともに同じ目標を立てることができましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
7看 護計画について説明をしましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
8看 護計画を理解 してもらえたと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
9看 護計画について同意を得ることができましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
10.目標達成のために計画を実施できましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
11.患者は計画の実施に参加できましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
12.患者 とともに評価することができましたか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
13.患者 とのコミュニケーションが深まったと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
14,患者 ・看護婦共に目標を立てたことで、闘病意欲は増 したと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
15患 者の疾患 についての理解は深まったと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
16患 者に看護計画を見せてよかったと思いますか?
はい()い いえ()⇒ 〔 〕
17。今 までに比べて、看護ケアをしやすくなったと思いますか?
はい いいえ どちらでもない⇒ 〔 〕
18.プライマリーNsと	しての責任感は強まりましたか?
はい いいえ どちらでもない⇒ 〔 〕
19.プライマリ‐Ns以	外の受け持ち患者のケアは行いやす くな りましたか?
はい'い いえ どちらでもない)⇒ 〔 〕
20.今回は、意識レベル低下の患者と、検査入院以外は、全員導入することを前提にはじめま
したが、計画開示導入する患者にしぼるべきだと思いますか?






はい いいえ どちらでもない 〔 〕
25.今	後も看護計画開示は続けていきたいと思いますか?
はい いいえ どちらでもない 〔 〕
26.継	続するためには、何が問題だと思われますか?
問 題 点 〔 〕 
1
改 良 点 〔 〕
27.そ	の他、意見がございましたら何でもお願いします。
〔 〕
御協力ありがとうございました。今後も、御指導の程、よろしくお願い申し上げます。
～看護研究メンバー一同～
,・
